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令和５年度 理科 

 

教科 理科 科目 物理（後） 単位数 ２単位 年次 ３年次 

使用教科書  「総合物理」 （数研出版） 

副教材等  レッツトライノート 4単位物理 Vol．３電磁気編 （東京書籍出版） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

２年次に引き続き「波」,「電気と磁気」と「原子」の分野を中心に学習します。 

積極的に授業に参加し,自分でしっかり考え,様々な自然現象について数式を用いながら解明で

きるようになってほしいと思います。 

２ 学習の到達目標 

物理的な事物・現象に対する探究心を高め,目的意識を持って観察,実験などを行い,物理学的に探究

する能力と態度を育てるとともに,物理学の基本的な概念や原理・法則の理解を深め,科学的な自然観を

育成する。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:観察・実験の技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

物理学的な事物・現象

に関心や探究心をも

ち，主体的に探求しよ

うとするとともに，科

学的態度を身に付け

ている。 

物理学的な事物・現象

の中に問題を見いだ

し、探究する過程を通

して、事象を科学的に

考察し、導き出した考

えを適切に表現してい

る。 

物理学的な事物・現

象に関する観察、実

験などを行い、基本

操作を習得するとと

もに、それらの過程

や結果を的確に記

録、整理し、自然の

事物・現象を科学的

に探究する技能を身

に付けている。 

物理学的な事物・現

象に関する基本的

な概念や原理・法則

について理解を深

め，知識を身に付け

ている。 

評
価
方
法 

学習状況の観察 

ノートやワークシー

トの記述 

探究活動の記録、発表 

 

学習状況の観察 

ノートやワークシート

の記述 

探究活動の記録、発表 

定期考査の結果 

 

学習状況の観察 

ノートやワークシー

トの記述 

観察・実験の記録 

定期考査の結果 

学習状況の観察 

ノートやワークシート

の記述 

観察・実験の記録 

定期考査の結果 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 



４ 学習の活動 

学
期 

単
元
名 

学習内容 
主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１
学
期 

波 

正弦波    ○ a:波の伝わり方・音の伝わり方・光に関

心を持ち、意欲的に探究しようとする。 

b: 波・音の伝わり方・光についての現象

を考察し考えを表現している。 

c:波に関する実験や探究活動を行い、物

理学的に探究する方法を習得するとと

もに、それらの過程や結果を的確に記

録、整理している。  

d: 波の伝わり方・音の伝わり方・光につ

いて理解し、知識を身に付けている。 

学習状況 

探究活動 

ノート・ワー

クシート 

観察・実験 

定期考査 

 

 

波の伝わり方 ○  ○  

音の伝わり方 ○    

音のドップラー効果  ○   

光の性質  ○   

レンズ   ○  

光の干渉と回折   ○ ○ 

２
学
期 

電
気
と
磁
気 

静電気力 ○    a:電場・電流・電流と磁場・電磁誘導と

電磁波に関心を持ち、意欲的に探究し

ようとする。 

b: 電場・電流・電流と磁場・電磁誘導と

電磁波についての現象を考察し、考え

を表現している。 

c:「電気と磁場」に関する実験や探究活

動を行い、物理学的に探究する方法を

習得するとともに、それらの過程や結

果を的確に記録、整理している。  

d: 電場・電流・電流と磁場・電磁誘導と

電磁波について理解し、知識を身に付

けている。 

学習状況 

探究活動 

ノート・ワー

クシート 

観察・実験 

定期考査 

 

電場  ○  ○ 

電位  ○  ○ 

物質と電場 ○    

コンデンサー   ○  

オームの法則   ○ ○ 

直流回路  ○  ○ 

半導体    ○ 

磁場 ○  ○  学習状況 

探究活動 

ノート・ワー

クシート 

観察・実験 

定期考査 

電流のつくる磁場   ○  

電流が磁場から受ける力   ○  

電磁誘導の法則  ○  ○ 

交流の発生 ○   ○ 

自己誘導と相互誘導  ○  ○ 

３
学
期 

原
子 

電子と光 ○    a:電子と光・原子と原子核に関心を持ち、

意欲的に探究しようとする。 

b: 電子と光・原子と原子核についての現

象を考察し、考えを表現している。 

c:「原子」に関する実験や探究活動を行

い、物理学的に探究する方法を習得す

るとともに、それらの過程や結果を的

確に記録、整理している。  

d: 電子と光・原子と原子核について理解

し、知識を身に付けている。 

学習状況 

探究活動 

ノート・ワー

クシート 

観察・実験 

定期考査 

電子   ○  

光の粒子性    ○ 

X 線  ○  ○ 

粒子の波動性    ○ 

原子の構造とエネル

ギー準位 

   ○ 

原子核    ○ 

放射線とその性質 ○  ○  

核反応と核エネルギー  ○  ○ 

素粒子    ○ 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度  b:思考・判断・表現  ｃ:観察・実験の技能  d:知識・理解 

※ 原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）の各項目において

重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けている。 


